
栃木県におけるプラスチックごみ削減対策事業 資料４

●目的

児童の段階から、日常生活で発生するごみを題材に海洋

汚染との関わりを学習し、未来を担う世代から環境に配

慮する意識の定着を目的に講座を開催しています。

●場所／日時

なかがわ水遊園おさかな研究室

（６～３月のうち９日間（１日２回実施））

●内容

・海なし県からも、身近な物が河川を流れ海洋に漂着する

可能性を学習

・海洋漂着ごみの生物に与える影響やごみ削減方法の検討

・児童の日常生活における意識定着効果を想定したエコバ

ック作成体験等

＜R３年度実績＞

１４回実施（６９名参加）

なかがわ水遊園における環境学習講座











●目的

大規模イベントにおいてワンウェイプラスチック（使い捨てプラスチック）容器を使用しないビジネ

スモデルを創出し、「With コロナ」社会における新しい生活様式とプラスチックごみの排出抑制を両

立させることを目的としています。

●事業内容（委託）

・県内の大規模イベント（１日あたり 5,000 名以上収容）において、ワンウェイプラスチック容器を

使用しない飲食物の販売及び排出するごみの削減を試験的に実施し検証を行う。

・当該イベントで排出されるごみのリサイクルが図られる取組を行う。

・その他、県民のプラスチックごみ対策への行動変容につながる仕掛け、取組を行う。

ワンウェイプラスチックリデュース事業






